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(57)【要約】
【課題】簡単な構成によって蓄電モジュールの温度を適
切に制御する。
【解決手段】蓄電モジュール１０は所定間隔を空けて積
層される複数の蓄電セル１３によって構成される。蓄電
セル１３間には冷却流路１５が区画されており、この冷
却流路１５に沿うように各蓄電セル１３には開閉部材２
２が設けられる。この開閉部材２２は二方向性の形状記
憶合金を用いて形成され、温度が０℃以上に上昇した場
合には平板形状に変形する一方、温度が０℃未満に低下
した場合には屈曲するように設計されている。これによ
り、セル温度が上昇したときには冷却流路１５を開くよ
うに開閉部材２２を変形させることができ、冷却流路１
５に冷却風を案内して蓄電セル１３を冷却することが可
能となる。一方、セル温度が低下したときには冷却流路
１５を閉じるように開閉部材２２を変形させることがで
き、閉塞された冷却流路１５を保温層として利用するこ
とが可能となる。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定間隔を空けて積層される複数の蓄電セルを備えた蓄電モジュールであって、
　前記蓄電セル間に区画される流路に配置され、所定温度を上回る場合には前記流路を開
く形状に変形する一方、所定温度を下回る場合には前記流路を閉じる形状に変形する開閉
部材を有することを特徴とする蓄電モジュール。
【請求項２】
　請求項１記載の蓄電モジュールにおいて、
　前記開閉部材は形状記憶合金またはバイメタルであることを特徴とする蓄電モジュール
。
【請求項３】
　請求項１または２記載の蓄電モジュールにおいて、
　前記蓄電セルに前記開閉部材が取り付けられることを特徴とする蓄電モジュール。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載の蓄電モジュールにおいて、
　前記蓄電セルの外装容器は、ラミネートフィルムまたは角型の外装ケースであることを
特徴とする蓄電モジュール。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項に記載の蓄電モジュールにおいて、
　前記蓄電セルは、リチウムイオンキャパシタであることを特徴とする蓄電モジュール。
【請求項６】
　請求項１～４のいずれか１項に記載の蓄電モジュールにおいて、
　前記蓄電セルは、リチウムイオン二次電池であることを特徴とする蓄電モジュール。
【請求項７】
　請求項６記載の蓄電モジュールにおいて、
　前記蓄電セルの正極活物質は、層長が１ｎｍ以上３０ｎｍ以下の層状結晶粒を備えるバ
ナジウム酸化物を含むことを特徴とする蓄電モジュール。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか１項に記載の蓄電モジュールにおいて、
　前記蓄電セルはリチウムイオン供給源を備え、該リチウムイオン供給源から正極と負極
との少なくともいずれか一方にリチウムイオンが予めドーピングされることを特徴とする
蓄電モジュール。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、所定間隔を空けて積層される複数の蓄電セルを備えた蓄電モジュールに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　近年、動力源として電動モータのみを搭載するようにした電気自動車や、動力源として
エンジンおよび電動モータを搭載するようにしたハイブリッド自動車が開発されている。
電気自動車やハイブリッド自動車にはバッテリやキャパシタ等の蓄電モジュールが搭載さ
れており、これらの蓄電モジュールから電動モータに対して電力が供給されている。また
、充放電に伴って蓄電モジュールの温度が上昇することになるが、これを放置してしまう
と蓄電モジュールの性能低下や劣化を招いてしまうため、蓄電モジュールを積極的に冷却
することが重要となっている。そこで、蓄電モジュール内に冷却流路を形成するとともに
冷却ファンを設けることにより、冷却流路に冷却風を流して蓄電モジュールの温度を引き
下げるようにした冷却システムが提案されている(たとえば、特許文献１および２参照)。
【特許文献１】特開２００６－２７８３２７号公報
【特許文献２】特開２００６－３１８８２０号公報
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところで、蓄電モジュールの性能を十分に発揮させるためには、蓄電モジュールの高温
状態を回避するだけでなく、蓄電モジュールの低温状態を回避して出力性能を確保するこ
とが重要となっている。しかしながら、特許文献１および２に記載された蓄電モジュール
にあっては、蓄電モジュールの冷却のみに着目した構造であるため、低温環境における蓄
電モジュールの過冷却に対応することが不可能となっていた。また、低温環境において蓄
電モジュールの温度を上昇させるため、蓄電モジュールに対して加温ヒータを組み付ける
ことも考えられるが、加温ヒータを組み付けてこれを制御することは、蓄電モジュール構
造の複雑化を招くだけでなく、制御システムの複雑化を招いてしまう要因となっていた。
【０００４】
　本発明の目的は、簡単な構成によって蓄電モジュールの温度を適切に制御することにあ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の蓄電モジュールは、所定間隔を空けて積層される複数の蓄電セルを備えた蓄電
モジュールであって、前記蓄電セル間に区画される流路に配置され、所定温度を上回る場
合には前記流路を開く形状に変形する一方、所定温度を下回る場合には前記流路を閉じる
形状に変形する開閉部材を有することを特徴とする。
【０００６】
　本発明の蓄電モジュールは、前記開閉部材は形状記憶合金またはバイメタルであること
を特徴とする。
【０００７】
　本発明の蓄電モジュールは、前記蓄電セルに前記開閉部材が取り付けられることを特徴
とする。
【０００８】
　本発明の蓄電モジュールは、前記蓄電セルの外装容器は、ラミネートフィルムまたは角
型の外装ケースであることを特徴とする。
【０００９】
　本発明の蓄電モジュールは、前記蓄電セルは、リチウムイオンキャパシタであることを
特徴とする。
【００１０】
　本発明の蓄電モジュールは、前記蓄電セルは、リチウムイオン二次電池であることを特
徴とする。
【００１１】
　本発明の蓄電モジュールは、前記蓄電セルの正極活物質は、層長が１ｎｍ以上３０ｎｍ
以下の層状結晶粒を備えるバナジウム酸化物を含むことを特徴とする。
【００１２】
　本発明の蓄電モジュールは、前記蓄電セルはリチウムイオン供給源を備え、該リチウム
イオン供給源から正極と負極との少なくともいずれか一方にリチウムイオンが予めドーピ
ングされることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、所定温度を上回るときには流路を開くように変形する一方、所定温度
を下回るときには流路を閉じるように変形する開閉部材を設けるようにしたので、セル温
度が上昇したときには流路を開いて蓄電セルを冷却することが可能となり、セル温度が低
下したときには流路を閉じて蓄電セルを保温することが可能となる。これにより、簡単な
構成によって蓄電セルを適切な温度範囲に制御することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
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【００１４】
　図１は本発明の一実施の形態である蓄電モジュール１０を示す斜視図であり、図２は図
１のＡ－Ａ線に沿って蓄電モジュール１０の構造を概略的に示す断面図である。図１およ
び図２に示すように、蓄電モジュール１０は、吸気開口部１１ａと排気開口部１１ｂとが
形成されたハウジング１１を有している。このハウジング１１内には所定間隔を空けて複
数のセルケース１２が積層されており、それぞれのセルケース１２には蓄電セル１３が収
容されている。また、充放電に伴って発熱する蓄電セル１３を冷却するため、ハウジング
１１には冷却ファン１４が取り付けられている。冷却ファン１４によって生成された冷却
風は、吸気開口部１１ａからハウジング１１内に導入され、蓄電セル１３間に区画される
冷却流路(流路)１５を流れた後に、排気開口部１１ｂから外部に排出されるようになって
いる。
【００１５】
　図３はセルケース１２内に収容される蓄電セル１３を概略的に示す斜視図である。図３
に示すように、蓄電セル１３は平板状に形成されるラミネート型の蓄電セルであり、蓄電
セル１３の外装容器としてラミネートフィルム２０が採用されている。深絞り加工が施さ
れたラミネートフィルム２０内には、後述する電極積層ユニットおよび電解液が収容され
ており、ラミネートフィルム２０の外周部は熱溶着等によって封止されている。このよう
な蓄電セル１３は、分割式のセルケース１２に挟まれて保持されるとともに、セルケース
１２を積み重ねた状態でハウジング１１内に収容されている。また、図２に示すように、
セルケース１２にはクリアランスを設定するボス部２１が形成されており、積層時に対向
する蓄電セル１３の間には冷却流路１５が区画されるようになっている。なお、蓄電セル
１３の表面を冷却流路１５に対して露出させるため、セルケース１２には図示しない複数
の開口部が形成されている。
【００１６】
　図４は図３の矢印Ａ方向から蓄電セル１３の構造を概略的に示す側面図である。図３お
よび図４に示すように、蓄電セル１３の外装容器を構成するラミネートフィルム２０の縁
部には、表側と裏側から挟み込むように板状の開閉部材２２が取り付けられている。この
開閉部材２２は、マルテンサイト逆変態開始温度(Ａｓ)とマルテンサイト逆変態終了温度
(Ａｆ)との中間温度((Ａｓ＋Ａｆ)／２)が０℃になるように熱処理調整された８１．８％
Ｃｕ－１４．２％Ａｌ－４．０％Ｎｉの形状記憶合金を用いて形成されており、図４に示
すように、開閉部材２２の温度が０℃以上に上昇した場合には平板形状に変形する一方、
開閉部材２２の温度が０℃未満に低下した場合には約３０°で屈曲するように設計されて
いる。すなわち、図示する開閉部材２２は、高温時の形状と低温時の形状との双方を記憶
する二方向性の形状記憶合金を用いて形成されている。
【００１７】
　なお、今回用いた８１．８％Ｃｕ－１４．２％Ａｌ－４．０％Ｎｉ以外の組成において
も、０℃付近に(Ａｓ＋Ａｆ)／２の値をとるように熱処理や組成を制御した二方向性の形
状記憶合金を用いることも可能である。また、開閉部材２２とばね部材等とを組み合わせ
て使用することにより、高温側または低温側の形状を記憶し、同様の温度領域で変形する
ように制御された一方向性の形状記憶合金を用いて開閉部材２２を形成しても良い。さら
に、比例温度領域を０℃付近にもつ、例えばＪＩＳ・Ｃ２５３０・ＴＭ１(比例温度領域
－２０～１５０℃)等の低温用バイメタルを用いることも可能である。
【００１８】
　続いて、蓄電セル１３に設けられる開閉部材２２の作動状態について説明する。図５(
Ａ)および(Ｂ)は開閉部材２２の作動状態を示す説明図である。図５(Ａ)に示すように、
開閉部材２２の温度が０℃以上である場合には、冷却流路１５を開くように開閉部材２２
が平板形状に変形するため、冷却流路１５に冷却風を案内して蓄電セル１３を冷却するこ
とが可能となる。これにより、蓄電セル１３の高温状態を回避することができ、蓄電モジ
ュール１０の劣化を抑制するとともに性能を安定させることが可能となる。一方、図５(
Ｂ)に示すように、開閉部材２２の温度が０℃未満である場合には、冷却流路１５を閉じ
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るように開閉部材２２が湾曲形状に変形するため、閉塞された冷却流路１５を保温層とし
て利用することが可能となる。これにより、充放電に伴う蓄電セル１３の発熱を利用して
早期に蓄電セル１３の低温状態を解消することができ、低温環境において蓄電モジュール
１０の出力特性を早期に改善することが可能となる。
【００１９】
　ここで、図６は開閉部材２２を備えていない比較例としての蓄電モジュール３０の構造
を概略的に示す断面図であり、図７は低温環境下で放電試験を実行した際における本発明
の蓄電モジュール１０と比較例の蓄電モジュール３０とのセル温度変化を示す線図である
。なお、放電試験の条件としては、外気温が－３０℃、電圧が１５０Ｖ、電流が４Ａ、放
電時間が８００秒であり、冷却ファン１４は停止した状態となっている。また、放電試験
に用いた本発明の蓄電モジュール１０と比較例の蓄電モジュール３０とは、開閉部材２２
の有無のみが構造上の相違点となっている。
【００２０】
　まず、図６に示すように、開閉部材２２を備えていない比較例の蓄電モジュール３０に
あっては、常に開放された冷却流路１５に対して蓄電セル１３から熱が逃げ易い状態とな
るため、蓄電セル１３の自己発熱によってセル温度を上昇させることが困難となっている
。図７に示すように、比較例の蓄電モジュール３０にあっては、冷却流路１５に対する蓄
電セル１３からの放熱により、８００秒に渡って放電試験を行った場合であっても、セル
温度が約－２０℃までしか上昇しないことが確認された。
【００２１】
　一方、開閉部材２２を備えた本発明の蓄電モジュール１０にあっては、温度が０℃を下
回ると、図５(Ｂ)に示すように、開閉部材２２によって冷却流路１５が閉塞された状態と
なるため、蓄電セル１３間に空気の保温層が形成されることになる。このように、保温層
によって蓄電セル１３を覆うことにより、蓄電セル１３から熱が逃げ難い状態となるため
、蓄電セル１３の自己発熱によってセル温度を上昇させることが容易である。図７に示す
ように、本発明の蓄電モジュール１０にあっては、保温層による蓄電セル１３の保温効果
により、放電試験を開始してから約５００秒でセル温度が０℃に達することが確認された
。また、セル温度が０℃を上回った場合には、図５(Ａ)に示すように、開閉部材２２によ
って冷却流路１５が開放された状態となり、冷却流路１５を流れる空気に対して蓄電セル
１３から熱を放出することができるため、図７に示すように、セル温度の過度な上昇を抑
制することが確認された。
【００２２】
　このように、蓄電セル１３に対して開閉部材２２を設けることにより、セル温度に応じ
て冷却流路１５の開閉状態を制御することができるため、低温時にはセル温度の上昇を促
すことが可能となり、高温時にはセル温度の低下を促すことが可能となる。しかも、形状
記憶合金を用いて開閉部材２２を形成することにより、温度変化に応じて自動的に冷却流
路１５の開閉状態を制御することが可能となる。このように、簡単な構成によって蓄電セ
ル１３の温度調整が可能となるため、蓄電モジュール１０の高性能化や長寿命化を低コス
トで達成することが可能となっている。
【００２３】
　また、前述の説明では、形状記憶合金を用いて開閉部材２２を形成するようにしている
が、これに限られることはなく、熱膨張率の異なる２枚の金属板を貼り合わせたバイメタ
ルを用いて開閉部材２２を形成するようにしても良い。バイメタルを用いた場合であって
も、温度に応じて開閉部材２２の曲がり具合を変化させることができるため、低温時には
冷却流路１５を閉じるように開閉部材２２を変形させ、高温時には冷却流路１５を開くよ
うに開閉部材２２を変形させることが可能となる。
【００２４】
　また、前述の説明では、所定温度としての０℃を上回ることにより、冷却流路１５を開
くように開閉部材２２が変形する一方、所定温度としての０℃を下回ることにより、冷却
流路１５を閉じるように開閉部材２２が変形しているが、これに限られることはなく、開
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閉部材２２が変形する際の所定温度を適宜変更するようにしても良い。さらに、図示する
場合には、冷却流路１５を介して対面する一対の開閉部材２２によって冷却流路１５の開
閉状態を制御しているが、これに限られることはなく、１枚の開閉部材２２によって冷却
流路１５の開閉状態を制御するようにしても良い。
【００２５】
　また、図示する場合には、蓄電セル１３のラミネートフィルム２０に対して開閉部材２
２が取り付けられているが、これに限られることはなく、セルケース１２に対して開閉部
材２２を取り付けるようにしても良い。さらに、蓄電セル１３の外装容器としてラミネー
トフィルム２０が採用されているが、これに限られることはなく、外装容器として角型の
外装ケース(金属ケース等)を採用するようにしても良い。
【００２６】
　本発明は前記実施の形態に限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲で種々
変更可能であることはいうまでもない。例えば、冷却ファン１４を駆動することによって
冷却風を生成するようにしているが、常に冷却ファン１４を駆動することなくセル温度に
応じて駆動状態を制御することにより、冷却風の生成量を変化させるようにしても良い。
また、走行風等の導入によって冷却性能が確保される構造であれば、蓄電モジュール１０
から冷却ファン１４を取り外すようにしても良い。さらに、本発明の蓄電モジュール１０
は、電気自動車やハイブリッド自動車等の電源として好適に用いることが可能である。
【００２７】
　また、本発明の蓄電モジュール１０の構成については、様々な形式のバッテリセルやキ
ャパシタセルを備えた蓄電モジュールに適用することが可能である。ここで、図８は蓄電
セル１３の内部構造を概略的に示す断面図であり、図９は蓄電セル１３の内部構造を部分
的に拡大して示す断面図である。図８に示すように、蓄電セル１３が備えるラミネートフ
ィルム２０の内側には電極積層ユニット４０が配置されており、この電極積層ユニット４
０はセパレータ４１を介して交互に積層される正極４２と負極４３とによって構成されて
いる。また、電極積層ユニット４０の最外部にはリチウム極４４が負極４３に対向するよ
うに配置されており、電極積層ユニット４０とリチウム極４４とによって三極積層ユニッ
ト４５が構成されている。なお、ラミネートフィルム２０内には、リチウム塩を含む非プ
ロトン性有機溶媒からなる電解液が注入されている。
【００２８】
　続いて、図９に示すように、正極４２は、多数の貫通孔４２ａを備える正極集電体４２
ｂと、この正極集電体４２ｂに塗工される正極合材層４２ｃとを備えている。また、負極
４３は、多数の貫通孔４３ａを備える負極集電体４３ｂと、この負極集電体４３ｂに塗工
される負極合材層４３ｃとを備えている。相互に接続される複数の正極集電体４２ｂには
、ラミネートフィルム２０から外部に突出する正極端子４６が接続されており、相互に接
続される複数の負極集電体４３ｂには、ラミネートフィルム２０から外部に突出する負極
端子４７が接続されている。さらに、電極積層ユニット４０の最外部に配置されるリチウ
ム極４４は、ステンレスメッシュ等の導電性多孔体からなるリチウム極集電体４４ａと、
これに貼り付けられる金属リチウム(リチウムイオン供給源)４４ｂとによって構成されて
おり、リチウム極集電体４４ａは負極集電体４３ｂに対して接続されている。
【００２９】
　また、正極４２の正極合材層４２ｃには、リチウムイオンを可逆的にドーピング・脱ド
ーピングすることが可能な正極活物質としてバナジウム酸化物が含有されており、負極４
３の負極合材層４３ｃには、リチウムイオンを可逆的にドーピング・脱ドーピングするこ
とが可能な負極活物質として天然黒鉛が含有されている。さらに、負極４３の負極合材層
４３ｃに金属リチウム４４ｂからのリチウムイオンを予めドープすることにより、負極４
３の電極電位を低下させて蓄電セル１３のエネルギー密度を向上させるようにしている。
また、正極４２に対してリチウムイオンを予めドープするようにしても良く、正極４２と
負極４３との双方に対してリチウムイオンを予めドープするようにしても良い。なお、ド
ーピング(ドープ)とは、吸蔵、担持、吸着、挿入等を意味しており、正極活物質や負極活
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物質に対してリチウムイオンやアニオン等が入る状態を意味している。また、脱ドーピン
グ(脱ドープ)とは、放出、脱離等を意味しており、正極活物質や負極活物質からリチウム
イオンやアニオン等が出る状態を意味している。
【００３０】
　ところで、前述した正極活物質としてのバナジウム酸化物は、層状構造を有する層状結
晶性物質であり、例えば、五酸化バナジウム(Ｖ２Ｏ５)は、ＶＯ５を１単位とする５面体
ユニットが２次元方向に共有結合で広がることで１つの層を形成している。これらの層を
重ねることによって全体として層状構造を有している。このような層状結晶構造を保った
まま、バナジウム酸化物をマクロ的にアモルファス化することにより、微細化された層状
結晶粒を形成するようにしている。このような層状結晶性物質の状態は、ｎｍ以下のオー
ダーの観察が行えるミクロ的な視点では、層長が３０ｎｍ以下の結晶構造のみ、もしくは
このような状態の結晶構造とアモルファス構造とが共存している状態が確認される。しか
し、このような状態をｎｍより大きなμｍオーダーの観察しか行えないマクロ的な視点か
らみた場合には、結晶構造が不規則に配列したアモルファス構造が観察されるのである。
【００３１】
　ここで、図１０は層長の短い層状結晶構造を示す模式図であり、図１１は層長の長い層
状結晶構造を示す模式図である。図１０に示すように、部分的にアモルファス化されたバ
ナジウム酸化物にあっては、短い層長Ｌ１を備える層状結晶構造(いわゆる短周期構造)が
形成されることになる。一方、図１１に示すような場合にあっては、長い層長Ｌ２を備え
る層状結晶構造(いわゆる長周期構造)が形成されることになる。図１０に示すような層長
が短い層状結晶構造を電極活物質に適用すると、イオンが層状結晶構造の層間に出入りし
易くなるため、充放電特性やサイクル特性等を向上させることが可能となる。
【００３２】
　また、層状結晶構造の最小の層長は、１ｎｍ以上であればよい。かかる層状結晶状態は
、層間へのリチウムイオンの出入りという観点から、層状結晶の層長が１ｎｍ未満である
とリチウムイオンのドープ・脱ドープができず、高容量を取り出すことができないためで
ある。逆に層長が３０ｎｍを超えると充放電に伴う結晶構造の崩壊が起こり、サイクル特
性が悪くなるのである。そこで、層長は、１ｎｍ以上３０ｎｍ以下であることが望ましい
。より好ましくは、層長が５ｎｍ以上２５ｎｍ以下であればよい。
【００３３】
　このように、正極活物質としてバナジウム酸化物を用い、負極活物質として天然黒鉛を
用い、さらに貫通孔を有した集電箔(集電体)を用い、リチウムイオンを予めドーピングす
るようにしたリチウムイオン二次電池を示しているが、これに限られることはなく、他の
正極活物質や負極活物質を用いるようにしたバッテリに対して本発明を有効に適用するこ
とも可能である。たとえば、正極活物質として、コバルト酸リチウム(ＬｉＣｏＯ２)、ニ
ッケル酸リチウム(ＬｉＮｉＯ２)、マンガン酸リチウム(ＬｉＭｎＯ２)、これらの複合酸
化物(ＬｉＣｏｘＮｉｙＭｎｚＯ２，ｘ＋ｙ＋ｚ＝１)、リチウムマンガン酸スピネル(Ｌ
ｉＭｎ２Ｏ４)、リチウムバナジウム酸化物、オリビン型ＬｉＭＰＯ４(Ｍ：Ｃｏ，Ｎｉ，
Ｍｎ，Ｆｅ等)、ＭｘＯｙ(ＭｎＯ４，Ｆｅ２Ｏ３等)のいずれかを用い、負極活物質とし
て、易黒鉛化炭素材料や黒鉛等からなる炭素材料、もしくはケイ素や錫等からなる非炭素
材料を用い、貫通孔を有しない集電箔(集電体)を用い、リチウムイオンを予めドーピング
しない一般的な構成で、電解液としてリチウム塩を含む非水系有機溶媒溶液を用いるよう
にしたリチウムイオン二次電池を用いた蓄電モジュールに対して本発明を有効に適用する
ことが可能である。
【００３４】
　さらに、正極活物質として活性炭を用い、負極活物質として可逆的にリチウムイオンを
担持可能なグラファイト、ハードカーボン、コークス等の炭素材料や、ポリアセン系物質
(ＰＡＳ)を用い、電解液としてリチウム塩を含む非水系有機溶媒溶液を用いるようにした
リチウムイオンキャパシタを用いた蓄電モジュールに対して本発明を有効に適用すること
も可能である。なお、リチウムイオンキャパシタにあっては、高容量化を図る観点から、
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正極と負極を短絡させた後の正極電位が２．０Ｖになるように負極活物質に対してリチウ
ムイオンをドープさせることが望ましい。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本発明の一実施の形態である蓄電モジュールを示す斜視図である。
【図２】図１のＡ－Ａ線に沿って蓄電モジュールの構造を概略的に示す断面図である。
【図３】セルケース内に収容される蓄電セルを概略的に示す斜視図である。
【図４】図３の矢印Ａ方向から蓄電セルの構造を概略的に示す側面図である。
【図５】(Ａ)および(Ｂ)は開閉部材の作動状態を示す説明図である。
【図６】開閉部材を備えていない従来の蓄電モジュールの構造を概略的に示す断面図であ
る。
【図７】低温環境下で放電試験を実行した際における本発明の蓄電モジュールと従来の蓄
電モジュールとのセル温度変化を示す線図である。
【図８】蓄電セルの内部構造を概略的に示す断面図である。
【図９】蓄電セルの内部構造を部分的に拡大して示す断面図である。
【図１０】層長の短い層状結晶構造を示す模式図である。
【図１１】層長の長い層状結晶構造を示す模式図である。
【符号の説明】
【００３６】
１０　　蓄電モジュール
１３　　蓄電セル
１５　　冷却流路(流路)
２０　　ラミネートフィルム(外装容器)
２２　　開閉部材
４２　　正極
４３　　負極
４４ｂ　金属リチウム(リチウムイオン供給源)



(9) JP 2008-300103 A 2008.12.11

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(10) JP 2008-300103 A 2008.12.11

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(11) JP 2008-300103 A 2008.12.11

【図９】 【図１０】

【図１１】



(12) JP 2008-300103 A 2008.12.11

10

20

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ｈ０１Ｇ   9/00     (2006.01)           Ｈ０１Ｇ   9/00    ５１１　          　　　　　
   　　　　                                Ｈ０１Ｇ   9/00    ３３１　          　　　　　

(72)発明者  波戸崎　修
            東京都新宿区西新宿一丁目７番２号　富士重工業株式会社内
(72)発明者  安東　信雄
            東京都新宿区西新宿一丁目７番２号　富士重工業株式会社内
(72)発明者  澁谷　秀樹
            東京都新宿区西新宿一丁目７番２号　富士重工業株式会社内
(72)発明者  猿川　知生
            東京都新宿区西新宿一丁目７番２号　富士重工業株式会社内
(72)発明者  金子　聡子
            東京都新宿区西新宿一丁目７番２号　富士重工業株式会社内
Ｆターム(参考) 5H029 AK03  AK08  AL01  AL06  AL07  AL16  BJ04  CJ05  DJ02  DJ07 
　　　　 　　        DJ17  EJ01  HJ04  HJ14 
　　　　 　　  5H031 AA09  BB03  EE01  EE03  EE04  HH06  KK08 
　　　　 　　  5H040 AA28  AS07  AT02  AT04  AT06  AY10  DD26  LL04  LL06  NN01 
　　　　 　　  5H050 AA15  BA17  CA02  CA03  CA04  CA05  CA07  CA08  CA09  CB01 
　　　　 　　        CB08  CB09  CB11  CB20  DA04  FA02  FA13  FA15  GA13  HA04 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

